


























 

はじめに 

母子保健活動は,住民の生活に最も密着し,極めて日常性が高いことから,地域

における母子保健・医療システムとしては,単に施設整備に止ることなく,住民

自体の活動を内包した,ソフト・ウエアの開発が絶対に必要であるとの観点から,

地域組織に注目し,これを内包したシステムを確立することの可能性および設

計について実証的に検討を進めてきた。現在までの研究において,岡山県におい

ては愛育委員(会)がそのシステム・エレメントとして重要な意味を持っている

ことが実証されたとともに,システムへの組み込み方については地域特性等の

条件を考慮し,それぞれ独自の進め方があることも明らかになった。今年度は従

来の研究成果をふまえて,愛育委員会をコアとした母子保健システムのあり方

とその原則の確立をめざして検討した。 


